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正
規
・
非
正
規
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用
動
向
の
局
面
認
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―
―
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課
題
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雇
用
形
態
別
動
向
の
代
表
的
統
計
で
あ
る

総
務
省
統
計
局「
労
働
力
調
査
」（
基
本
集
計
）

に
よ
り
正
規
雇
用
者（
統
計
上
の
標
章
は「
正

規
の
職
員
・
従
業
員
」）
数
の
推
移
を
み
る
と
、

四
半
期
別
の
前
年
同
期
差
で
平
成
二
六
年

（
西
暦
二
〇
一
四
年
）
一
～
三
月
期
は
五
七

万
人
減
、
四
～
六
月
期
は
一
四
万
人
減
と
減

少
幅
は
縮
小
し
つ
つ
も
依
然
前
年
水
準
を
下

回
っ
て
い
た
も
の
が
、
七
～
九
月
期
に
は
九

万
人
増
と
な
っ
た（
１
）。
そ
こ
で
、
こ
の
小

論
で
は
、
正
規
・
非
正
規
の
雇
用
形
態
別
の

雇
用
動
向
に
つ
い
て
、
現
在
の
局
面
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
上
記
の

動
き
は
「
正
規
減
の
非
正
規
増
」
の
状
態
か

ら
「
正
規
も
非
正
規
も
増
」
の
状
態
へ
移
行

す
る
兆
し
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
一
八

年
、
一
九
年
頃
を
第
一
ラ
ウ
ン
ド
と
す
れ
ば
、

非
正
規
か
ら
正
規
へ
の
「
正
規
転
換
」
の
第

二
ラ
ウ
ン
ド
が
訪
れ
た
と
考
え
て
よ
く
、
そ

の
局
面
を
活
か
す
積
極
的
な
施
策
や
取
組
が

望
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
推
測
（
期
待
）

は
、
執
筆
時
点
（
平
成
二
六
年
初
冬
）
ま
で

の
状
況
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
後
相
当
に

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
生
起
し
た
場
合
は
、
大

幅
な
修
正
が
必
要
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
本
稿
の
意
見
ま
た
は
見
込
み
に
関
す
る

部
分
は
、
こ
れ
ま
で
非
正
規
雇
用
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
き
た
筆
者
の
研
究
者
と
し
て
の
見

解
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

は
じ
め
い
か
な
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の

で
は
な
い
こ
と
も
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

近
年
に
お
け
る
形
態
別
雇
用
の 

推
移
の
確
認

　

ま
ず
、こ
の
間
に
お
け
る「
労
働
力
調
査
」

の
雇
用
形
態
別
雇
用
者
数
の
推
移
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。
図
１
は
、
や
や
長
期
的
に
要

点
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
非
正
規
割
合

（
役
員
を
除
く
雇
用
者
に
占
め
る
割
合
／
図

の
棒
グ
ラ
フ
）
は
、
昭
和
六
〇
年
（
二
月
）

の
一
六
・
四
％
か
ら
平
成
二
五
年（
年
平
均
）

の
三
六
・
六
％
ま
で
、
ま
た
、
非
正
規
雇
用

者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
六
五
五
万
人
か
ら
一
九
〇

六
万
人
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
・
増
加

し
て
き
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
局
面
に
分

け
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、正
規
・

非
正
規
と
も
雇
用
者
数
が
増
加
し
て
い
た

「
正
規
も
非
正
規
も
増
加
」
の
時
期
で
あ
り
、

平
成
六
年
頃
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
期

間
に
お
い
て
非
正
規
割
合
は
、
昭
和
六
〇
年

か
ら
平
成
二
年
ま
で
四
％
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上

昇
し
た
後
、
平
成
二
年
以
降
は
二
〇
％
程
度

で
、
小
さ
く
上
下
し
な
が
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
た
。
次
い
で
平
成
一
〇
年
頃
ま

で
の
期
間
で
、
非
正
規
雇
用
は
増
勢
を
強
め

る
一
方
、
正
規
雇
用
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
た
。
こ
の
た
め
、
非
正
規
割
合
は
明
ら
か
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　総務省の労働力調査によると、2014 年７～９月期のパートやアルバイト、契約社員などの非正規労働者の数は 1952
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な
上
昇
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
続
い
て

や
っ
て
き
た
の
が
非
正
規
雇
用
は
ほ
ぼ
直
線

的
に
右
肩
上
が
り
を
示
す
一
方
、
正
規
雇
用

は
減
少
を
続
け
る
「
正
規
減
・
非
正
規
増
」

の
期
間
で
、
平
成
一
七
年
頃
ま
で
と
い
う
こ

と
が
で
き
る（
２
）。
こ
の
時
期
に
は
、
非
正

規
割
合
の
上
昇
が
総
じ
て
毎
年
一
％
ポ
イ
ン

ト
を
上
回
っ
て
い
た（
３
）。

　

こ
の
急
速
な
非
正
規
化
の
局
面
に
変
化
が

現
れ
た
の
が
平
成
一
八
年
頃
で
あ
り
、
正
規

雇
用
が
増
加
に
転
じ
、
続
く
一
九
年
も
増
加

と
な
っ
た
（
一
八
年
：
三
〇
万
人
増
、
一
九

年
：
三
四
万
人
増
）。
二
一
世
紀
に
入
っ
て

続
い
て
い
た
正
規
雇
用
の
減
少
が
よ
う
や
く

止
ま
り
、
再
び
「
正
規
も
非
正
規
も
増
加
」

の
局
面
の
到
来
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
周
知
の
よ
う
に
、
平
成
二
〇
年
九
月

に
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
、
経

済
が
厳
し
い
状
況
に
陥
る
と
と
も
に
一
旦
は

頓
挫
し
、
正
規
雇
用
数
は
平
成
一
九
年
の
三

四
四
九
万
人
を
直
近
の
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少

に
転
じ
た
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用
に
つ
い
て

も
、
平
成
二
一
年
に
は
前
年
比
三
八
万
人
減

と
な
り
、こ
の
年
は「
正
規
も
非
正
規
も
減
」

と
雇
用
全
体
が
収
縮
し
、
そ
の
結
果
非
正
規

割
合
も
低
下
す
る
と
い
う
希
な
年
と
な
っ
た
。

こ
の
年
を
除
け
ば
、
局
面
的
に
は
再
び
「
正

規
減
・
非
正
規
増
」
の
状
態
と
な
っ
て
続
い

て
き
た
。
そ
し
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、

四
半
期
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
平
成
二
六
年
七

～
九
月
期
に
は
正
規
雇
用
が
前
年
同
期
に
比

べ
増
加
に
転
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の

局
面
変
化
が
期
待
さ
れ
る
動
き
と
な
っ
て
い

る
。

非
正
規
の
正
規
転
換
の 

「
第
一
ラ
ウ
ン
ド
」の
出
現
と
頓
挫

　

当
面
の
情
勢
を
理
解
す
る
た
め
に
、
前
回

に
「
正
規
も
非
正
規
も
増
加
」
が
み
ら
れ
た

平
成
一
八
、
一
九
年
頃
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

当
時
と
現
在
の
直
近
ま
で
の
状
況
に
は
近
似

し
て
い
る
面
が
多
い
。
統
計
デ
ー
タ
で
の
概

観
に
つ
い
て
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

ま
た
、
当
時
も
現
在
も
、
あ
る
分
野
の
非
正

規
雇
用
を
一
括
し
て
正
規
雇
用
に
転
換
す
る

事
例
の
報
道
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
も

似
て
い
る
。
そ
う
し
た
事
例
は
、
こ
の
『
ビ

ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
ト
レ
ン
ド
』
の
当
時

の
号
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
認
で

き
る（
４
）。

　

筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
を
「
正
規
転

換
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た

い
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
主
な
政
府
統

計
か
ら
、
非
正
規
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
へ
の

転
換
を
示
す
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

図
２
は
、「
労
働
力
調
査
・
詳
細
集
計
」
か

ら
、
調
査
時
点
で
雇
用
者
で
あ
っ
て
過
去
一

年
間
に
離
職
を
経
験
し
た
人
の
デ
ー
タ
か
ら
、

前
職
と
現
職
と
の
雇
用
形
態
の
異
同（
移
動
）

を
み
た
も
の
で
あ
る
。
非
正
規
か
ら
正
規
へ

の
移
動
者
数
を
み
る
と
、
平
成
一
六
年
に
は

三
五
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
一
七
年
に
は
四

一
万
人
に
増
加
し
、
一
八
年
三
九
万
人
、
一

九
年
四
〇
万
人
と
相
対
的
に
高
い
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
離
職
を
経
由

し
た
正
規
転
換
、
い
わ
ゆ
る
外
部
転
換
が
増

加
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

二
〇
年
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
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図１　雇用形態別雇用者数の推移

図２　離職・転職を通じた雇用形態間の移動の動向
―過去１年間において離職を経験した者の前職・現職の雇用形態間の移動―

資料：総務省統計局「労働力調査・詳細集計」（平成 13 年までは「労働力調査特別調査」で各年２月調査）

資料：総務省統計局「労働力調査・詳細集計」
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ま
た
、
図
３
は
、
厚
生
労
働
省
「
雇
用
動

向
調
査
」
か
ら
、同
一
の
事
業
所
内
で
臨
時
・

日
雇
名
義
か
ら
常
用
名
義
に
切
り
替
え
ら
れ

た
労
働
者
数
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

臨
時
・
日
雇
→
常
用
の
転
換
は
必
ず
し
も
雇

用
形
態
上
の
正
規
転
換
と
は
限
ら
な
い
が
、

後
者
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
平
成
一
九
年
、

二
〇
年
に
他
の
年
よ
り
も
相
対
的
に
高
い
水

準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
企
業
内
で

の
正
規
転
換
、
い
わ
ゆ
る
内
部
転
換
が
増
加

し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る（
５
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
も

こ
の
時
期
、
内
部
・
外
部
の
正
規
転
換
が
一

定
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
て
い
る
。
正
規
雇
用
の
増
加
は
、
ま
た
、

学
卒
採
用
に
お
い
て
正
社
員
採
用
が
増
加
す

る
こ
と
に
よ
る
部
分
も
少
な
く
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
を
統
計
デ
ー
タ
で
示
す
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
操
作
を
し
て
み
た
。「
労

働
力
調
査
・
詳
細
集
計
」
で
は
一
五
～
二
四

歳
の
デ
ー
タ
が
、
し
か
も
在
学
中
を
除
く

デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
大
卒
の
一
部

お
よ
び
大
学
院
修
了
者
は
除
か
れ
る
も
の
の
、

中
高
卒
か
ら
多
く
の
大
卒
ま
で
大
半
の
新
規

学
卒
者
は
在
学
中
を
除
く
こ
の
年
齢
層
に
含

ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
般
的

に
は
四
～
六
月
期
の
雇
用
者
デ
ー
タ
に
新
規

学
卒
就
職
者
は
初
め
て
登
場
す
る
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う（
６
）。
そ
こ
で
、
各
年
の
一

～
三
月
期
（
以
下
「
Ⅰ
期
」
と
い
う
）
か
ら

四
～
六
月
期
（
以
下
「
Ⅱ
期
と
い
う
）
へ
の

変
化
に
は
そ
の
年
の
新
規
学
卒
就
職
者
の
動

向
が
か
な
り
反
映
し
て
い
る
と
想
定
し
て
よ

い（
７
）。

　

以
上
の
よ
う
な
設
定
の
下
で
、
形
態
別
の

雇
用
に
お
け
る
Ⅰ
期
か
ら
Ⅱ
期
に
か
け
て
の

変
化
を
み
た
も
の
が
図
４
で
あ
る
。
棒
グ
ラ

フ
は
、
正
規
及
び
非
正
規
の
雇
用
者
数
の
Ⅰ

期
か
ら
Ⅱ
期
に
か
け
て
の
増
減
数
で
あ
り
、

新
規
学
卒
就
職
者
の
流
入
が
あ
る
た
め
正
規

雇
用
者
数
は
増
加
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

非
正
規
雇
用
者
数
に
つ
い
て
も
、
新
規
学
卒

就
職
者
の
う
ち
少
な
く
な
い
部
分
が
非
正
規

雇
用
で
学
卒
後
の
初
職
を
始
め
る
こ
と
か
ら

同
様
に
増
加
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
が
、
正
規
就
職
者
数
ほ
ど
は
多
く
な
い
の

で
、
と
き
に
は
種
々
の
差
し
引
き
計
算
の
結

果
と
し
て
減
少
と
な
る
年
も
あ
り
得
る
も
の

と
い
え
る（
８
）。
図
４
を
み
る
と
、
平
成
一

六
年
、
一
七
年
と
小
さ
く
な
っ
て
い
た
正
規

雇
用
増
加
数
（
四
～
六
月
期
の
前
期
差
）
が
、

一
八
年（
四
二
万
人
）、一
九
年（
五
六
万
人
）

と
拡
大
し
、
二
一
年
（
五
二
万
人
）
ま
で
相

対
的
に
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る（
９
）。
し
か
し
一
方
、
人
数
の
増
減
は

時
々
の
人
口
数
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
の

で
、
さ
ら
に
、
役
員
を
除
く
雇
用
者
に
占
め

る
割
合
の
変
化
に
よ
り
確
認
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
が
、
図
４
の
折
れ
線
グ
ラ
フ

で
あ
り
、
各
年
Ⅰ
期
か
ら
Ⅱ
期
に
か
け
て
の

割
合
の
増
減
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て

も
、
正
規
雇
用
割
合
前
期
差
が
、
平
成
一
九

年
、
二
〇
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
年
に
比
べ

て
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お

い
て
、
新
規
学
卒
者
の
正
社
員
採
用
が
増
大

す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
若
年
層
に
お
い
て

正
規
転
換
が
進
展
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
平
成
一
八
年
、
一

九
年
と
Ⅰ
期
か
ら
Ⅱ
期
に
か
け
て
上
昇
し
て
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図３　同一事業所内で臨時・日雇名義から常用名義に
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図４　15～24歳層（在学中を除く）の1～3月期から4～6月期への推移
（4～6月期の前期差）

資料：厚生労働省「雇用動向調査」

データ：総務省統計局「労働力調査・詳細集計」（統計局ホームページから得られるデータを使用している）から筆者試算。
　（注） １．数値は、各年４～６月期の前期（１～３月期）差である。
　　　 ２．「その他」とは、調査上の非正規形態の一つの区分であり、パート、アルバイト、派遣労働者、契約社員・

嘱託以外の形態である。
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い
た
派
遣
労
働
者
の
割
合
が
、二
〇
年（
春
）

に
は
低
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
推
測
の

域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
、

派
遣
か
ら
正
規
へ
の
転
換
が
一
定
程
度
進
展

し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る（
10
）。
し
か
し
、

そ
の
後
、
正
規
雇
用
割
合
前
期
差
は
二
一
年
、

二
二
年
と
か
な
り
の
低
下
を
示
し
、
と
り
わ

け
二
二
年（
春
）は
、新
規
学
卒
就
職
に
と
っ
て

非
常
に
厳
し
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
部
先
取
り
に
な
る
が
、
そ
の
後
の
推
移

を
み
る
と
、
平
成
二
六
年
（
春
）
の
正
規
雇

用
割
合
前
期
差
は
か
な
り
高
い
水
準
と
な
り
、

こ
の
年
の
正
社
員
採
用
の
拡
大
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

「
第
一
ラ
ウ
ン
ド
」の
背
景

　

平
成
一
七
、
一
八
年
頃
か
ら
二
〇
年
（
前

半
）
に
か
け
て
、
正
規
転
換
の
「
第
一
ラ
ウ

ン
ド
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
状
況
が
み
ら
れ
た

が
、
そ
の
背
景
要
因
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
ま

ず
は
、
強
い
浮
揚
感
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の

「
神
武
超
え
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
景
気
回
復

の
期
間
が
続
き
、い
わ
ゆ
る「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
不
況
」
と
も
い
わ
れ
た
企
業
財
務
に
つ
い

て
そ
の
改
善
が
進
展
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る（
11
）。「
と
に
か
く
正
社
員
採
用

抑
制
」
の
時
期
は
、
終
焉
に
向
か
う
環
境
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、「
団

塊
の
世
代
」（
昭
和
二
二
年
～
二
四
年
生
ま
れ

の
人
口
層
）
の

六
〇
歳
台
入
り

に
関
連
し
て

「
二
〇
〇
七
年

問
題
」
が
世
間

で
喧
伝
さ
れ
た

こ
と
も
企
業
の

正
社
員
採
用
行

動
（
非
正
規
の

正
規
転
換
を
含

む
）
に
か
な
り

の
影
響
を
与
え

た
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。
た

だ
し
、
こ
の
要

因
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
実
際

上
は
両
方
向
の

効
果
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
ま
た
、

雇
用
形
態
に
直

接
関
係
す
る
要

因
を
い
え
ば
、
平
成
一
〇
年
代
（
西
暦
で
い

え
ば
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
す
ぐ
）
に
お

け
る
「
正
規
減
・
非
正
規
増
」
の
局
面
の
時

期
に
入
る
と
と
も
に
、
一
定
の
職
域
に
つ
い

て
正
社
員
か
ら
非
正
規
雇
用
者
へ
の（
一
括
）

転
換
を
実
施
し
た
企
業
の
い
く
つ
か
に
お
い

て
、
そ
れ
が
事
業
運
営
上
あ
ま
り
成
功
と
は

い
え
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
要
因

と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た

企
業
で
は
、
こ
の
時
期
ふ
た
た
び
正
規
雇
用

へ
の
再
転
換
が
行
わ
れ
た（
12
）。

　

こ
の
時
期
、「
正
規
も
非
正
規
も
増
加
」
の

状
況
と
な
り
な
が
ら
も
、
非
正
規
割
合
は
テ

ン
ポ
を
鈍
化
さ
せ
な
が
ら
も
な
お
上
昇
を
続

け
た
が
、
状
況
変
化
の
初
期
で
あ
っ
た
こ
と

と
と
も
に
、
一
方
で
、
非
正
規
雇
用
を
特
に

増
加
さ
せ
る
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
上
述
の
製
造
業
務

派
遣
の
解
禁
を
背
景
と
し
た
派
遣
労
働
者
の

増
加
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が「
団
塊
の
世
代
」

の
六
〇
歳
台
入
り
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

多
く
の
企
業
で
六
〇
歳
が
定
年
と
さ
れ
て
い

る
中
で
定
年
を
迎
え
た
層
の
雇
用
継
続
が
図

ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、「
嘱
託
」
と
い
う
非
正

規
雇
用
形
態
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
そ
れ
ま
で
正
規
雇
用
で
あ
っ
た
も
の

が
以
降
は
非
正
規
雇
用
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

り
、
差
し
引
き
二
重
に
非
正
規
割
合
を
高
め

る
効
果
を
も
っ
た
こ
と
と
な
る（
13
）。

　

実
際
に
、
こ
う
し
た
動
き
は
こ
の
間
の
形

態
別
雇
用
者
数
の
推
移
に
現
れ
て
い
る
。
図

５
は
、
近
年
の
形
態
別
雇
用
者
数
の
推
移
を

示
す
グ
ラ
フ
で
あ
る
が
、
派
遣
労
働
者
数
は
、

製
造
業
務
派
遣
の
解
禁
前
の
平
成
一
五
年
は

五
〇
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
六
年
以
降

か
な
り
の
増
加
を
示
し
、
平
成
二
〇
年
に
は

一
四
〇
万
人
ま
で
三
倍
近
く
増
加
し
て
い
る
。

役
員
を
除
く
雇
用
者
に
占
め
る
割
合
で
は
、

こ
の
間
に
一
・
〇
％
か
ら
二
・
七
％
ま
で
上

昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
契
約
社
員
・
嘱
託
は
、

「
団
塊
の
世
代
」
が
六
〇
歳
台
入
り
す
る
直

前
の
平
成
一
八
年
は
二
八
四
万
人
で
あ
っ
た

も
の
が
、
同
世
代
全
体
が
六
〇
歳
台
入
り
し

た
平
成
二
二
年
に
は
三
三
三
万
人
と
五
〇
万

人
近
く
増
加
し
て
い
る
。
割
合
で
は
、
五
・

六
％
か
ら
六
・
五
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
後
者
は
正
規
雇
用
の
減
少
と

併
さ
っ
た
要
因
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る（
14
）。

「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」到
来
の
徴
候

　
「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」
が
到
来
し
た
と
の
徴

候
は
ま
ず
、
な
に
よ
り
経
済
情
勢
に
明
確
な

改
善
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

企
業
に
お
い
て
あ
る
分
野
の
非
正
規
雇
用
を

一
括
し
て
正
規
雇
用
に
転
換
す
る
事
例
が
少

な
か
ら
ず
現
れ
て
き
た
こ
と
に
み
ら
れ
た
。

そ
の
い
く
つ
か
は
、本
誌
『
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー

バ
ー
・
ト
レ
ン
ド
』
に
お
け
る
「
賃
金
・
人

事
処
遇
制
度
と
運
用
実
態
を
め
ぐ
る
新
た
な

潮
流
」
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
潮
目
の
変
化
を
受
け
て
、
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
雇
用
形
態
構
成
の
変
化
な
い
し

推
移
に
関
し
て
、当
面
の
情
報
・
デ
ー
タ
の
整

理
・
分
析
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。一
つ
は
非
正
規
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
へ
の

転
換
を
行
う
企
業
の
事
例
の
分
析
、
二
つ
は

平
成
二
六
年
二
月
に
実
施
し
た
事
業
所
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
、
三
つ

は
今
後
の
形
態
別
雇
用
を
見
通
す
た
め
の
試

行
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
で
あ
る（
15
）。

以
下
の
記
述
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組

の
成
果
も
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
た
、「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」
到
来
の
徴
候
と
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し
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
「
労
働
力
調
査
」

に
お
い
て
正
規
雇
用
の
減
少
幅
に
縮
小
傾
向

が
み
ら
れ
、
平
成
二
六
年
七
～
九
月
期
に
は

前
年
同
期
比
増
加
に
転
じ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
図
４
で
も
み
た
よ

う
に
、
同
年
春
の
新
規
学
卒
採
用
が
堅
調
に

推
移
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
さ
に
、「
第
Ⅰ
ラ

ウ
ン
ド
」
の
初
期
に
お
い
て
み
ら
れ
た
徴
候

が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
え
る（
16
）。

　

さ
ら
に
、
上
で
紹
介
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
に
お
い
て
、
今
後
三
年
間
に
お
い
て

正
社
員
数
の
増
加
を
見
込
む
事
業
所
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
三
年
間
の

正
社
員
数
に
つ
い
て
、
現
状
程
度
で
変
わ
ら

な
い
と
す
る
事
業
所
が
四
五
・
四
％
で
多
い

も
の
の
、
増
加
を
見
込
む
事
業
所
が
二
八
・

九
％
で
減
少
を
見
込
む
事
業
所
の
五
・
六
％

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
今

後
三
年
間
に
正
社
員
数
は
三
・
六
七
％
増
加

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
非

正
規
か
ら
正
規
へ
の
登
用
（
内
部
転
換
）
に

つ
い
て
も
調
査
さ
れ
て
お
り
、
登
用
が
今
後

「
増
え
る
」
と
す
る
事
業
所
が
二
一
・
六
％

で
、「
減
る
」
と
す
る
事
業
所
の
二
・
五
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
正
社
員
数
の
増
加

見
込
み
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
内
部
登
用
の

増
加
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
経
済
的
変
動
が
生

起
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
今
後
し
ば
ら
く

は
「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」
が
継
続
す
る
こ
と
が

窺
わ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
特
徴
や
そ
の
背
景
、
課
題
な
ど
を
整

理
し
て
み
よ
う
。

非
正
規
か
ら
正
規
雇
用
へ
の
転
換

事
例
に
み
ら
れ
る
特
徴

　

正
規
転
換
に
取
り
組
む
企
業
の
事
例
か
ら

は
、
現
在
ま
で
に
得
ら
れ
て
い
る
情
報
で
み

る
限
り
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①　

正
規
雇
用
者
を
従
来
型
の
正
規
雇
用
者

と
、
勤
務
地
な
ど
を
限
定
す
る
正
規
雇
用

者
と
に
分
類
し
、
従
来
型
の
非
正
規
雇
用

者
と
併
せ
て
三
区
分
（
以
上
）
に
変
更
す

る
動
き
が
明
確
に
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
い
わ
ば
雇
用
形
態
に
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、（
従
来
型
の
正
規
雇
用
者
と

新
し
い
タ
イ
プ
の
正
規
雇
用
者
を
合
わ
せ

た
）
正
規
雇
用
者
数
は
概
ね
増
加
し
、
そ

の
雇
用
者
数
全
体
に
占
め
る
割
合
も
高

ま
っ
て
い
る
（
従
来
型
の
非
正
規
雇
用
者

数
は
減
少
し
、
そ
の
割
合
も
低
下
）。

②　

雇
用
形
態
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け

る
際
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
非
正
規
雇

用
者
の
登
用
先
の
正
規
雇
用
と
し
て
、
新

た
な
雇
用
コ
ー
ス
が
創
設
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。
新
た
な
雇
用

コ
ー
ス
と
し
て
は
、職
域（「
期
待
役
割
」）

や
就
業
先
の
地
域
な
ど
一
定
の
限
定
が
設

け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る「
○
○
限
定
正
社
員
」

と
な
っ
て
い
る
。
非
正
規
の
登
用
先
と
し

て
の
「
限
定
正
社
員
」
制
度
、
す
な
わ
ち

「
多
様
な
正
社
員
」
が
か
な
り
普
及
し
始

め
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

③　

一
方
、
正
規
雇
用
化
の
ル
ー
ト
を
整
備

す
る
に
当
た
っ
て
、
非
正
規
雇
用
の
中
に

一
定
の
正
規
雇
用
者
（
限
定
正
社
員
）
と

同
様
・
類
似
の
仕
事
を
担
い
、
よ
り
近
い

処
遇
の
区
分
を
設
定
し
て
い
る
事
例
も
み

ら
れ
て
い
る
。
い
う
な
れ
ば
、
正
規
雇
用

へ
の
登
用
元
と
し
て
の
非
正
規
雇
用
区
分

の
設
定
で
あ
る
。

④　

改
正
労
働
契
約
法
（
第
一
八
条
）
へ
の

対
応
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み

ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
有
期
契

約
で
五
年
を
超
え
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

る
非
正
規
雇
用
者
が
希
望
す
れ
ば
、
そ
れ

以
降
は
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
へ
移
行

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

法
律
上
は
、
平
成
三
〇
年
か
ら
適
用
事
案

が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
先
行
し
た
取
組
と
し
て
、
非
正
規
の
正

規
雇
用
転
換
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
動
き
が
あ
る
と
い
え
る
。

⑤　

取
組
後
の
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し

て
は
、
企
業
に
お
い
て
正
規
雇
用
者
数
が

増
加
し
、
そ
の
割
合
が
高
ま
る
こ
と
は
間

違
い
が
な
い
。
そ
の
中
で
、
従
前
の
非
正

規
雇
用
は
原
則
と
し
て
な
く
な
る
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
非
正
規
雇
用
は
今
後
も
存
続

し
、
そ
こ
か
ら
の
正
規
雇
用
へ
の
登
用
を

進
め
て
い
く
と
こ
ろ
も
あ
る
。
後
者
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
か
な
り
活
用
し

て
い
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
、
非
正
規
雇

用
で
あ
っ
て
も
生
涯
生
活
設
計
が
可
能
な

処
遇
の
整
備
を
め
ざ
す
場
合
な
ど
も
み
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
や
動
き
は
、「
第
一
ラ
ウ
ン

ド
」
で
も
方
向
と
し
て
は
み
ら
れ
て
い
た
も

の
も
あ
る
が
、
今
回
は
よ
り
明
確
な
形
で
現

れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」の
背
景
要
因

　
「
第
一
ラ
ウ
ン
ド
」
と
同
様
に
、
経
済
環

境
の
好
転
（
見
通
し
）
の
中
で
、
企
業
に
お

け
る
行
き
過
ぎ
た
非
正
規
化
の
見
直
し
と
い

う
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と

と
も
に
、「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」
に
お
い
て
は
次

の
よ
う
な
背
景
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①　

今
後
に
お
け
る
労
働
力
供
給
の
減
少
見

通
し
と
と
も
に
、
現
下
に
お
い
て
有
効
求

人
倍
率
が
一
倍
を
超
え
て
い
る
こ
と
に
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
労
働
力
需
給
が
引
き
締

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
必
要
な
労

働
力
を
確
保
し
て
お
こ
う
と
す
る
誘
因
を

高
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

②　

中
小
企
業
で
は
区
々
い
ろ
い
ろ
で
あ
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、「
団
塊

の
世
代
」
が
六
〇
歳
台
後
半
層
へ
移
行
し
、

総
じ
て
「
団
塊
の
世
代
」
の
従
業
員
が
実

際
に
退
職
し
た
こ
と
か
ら
、
企
業
の
採
用

意
欲
を
高
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
非
正
規
形
態
で
あ
る
高
年
齢
層
の
嘱

託
社
員
の
増
加
が
止
ま
り
、
あ
る
い
は
減

少
に
転
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。「
第

一
ラ
ウ
ン
ド
」
で
み
ら
れ
た
こ
の
面
で
の

非
正
規
雇
用
増
の
要
因
が
今
回
は
な
い
こ

と
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

③　

改
正
労
働
契
約
法
を
は
じ
め
と
し
た
労

働
法
制
・
政
策
へ
の
対
応
と
い
う
側
面
も
、

少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、

前
述
の
よ
う
な
改
正
労
働
契
約
法
へ
の
対

応
ば
か
り
で
な
く
、
た
と
え
ば
、
短
時
間

労
働
者
（
パ
ー
ト
）
へ
の
被
用
者
向
け
公

的
医
療
・
年
金
保
険
の
適
用
拡
大
の
動
き

も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
、
企
業
も
応

分
の
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
パ
ー
ト
従
業
員
の
人
材
に
つ

い
て
よ
り
質
を
高
め
た
活
用
を
図
る
企
業

も
出
て
く
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

④　

正
規
雇
用
化
の
転
換
先
と
し
て
「
○
○

限
定
正
社
員
」
と
い
う
選
択
肢
が
一
般
化

し
て
き
た
こ
と
も
背
景
要
因
の
一
つ
と
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、

正
規
と
非
正
規
と
を
分
け
る
要
素
の
中
で
、

と
り
わ
け
雇
用
契
約
期
間
の
有
無
に
着
目

し
、
正
規
化
の
た
め
に
対
応
す
べ
き
要
素

が
明
確
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
れ
に
は
、

改
正
労
働
契
約
法
が
期
間
の
定
め
に
焦
点
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を
絞
っ
て
お
り
、
無
期
化
に
当
た
っ
て
他

の
労
働
条
件
の
変
更
ま
で
は
求
め
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る（
17
）。

想
定
さ
れ
る
諸
相
と
課
題

　

以
上
を
前
提
と
し
て
、「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」

で
生
じ
る
蓋
然
性
の
高
い
事
象
と
そ
れ
に
関

連
し
た
課
題
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

①　

正
規
雇
用
が
増
加
す
る
も
っ
と
も
大
き

な
背
景
は
、
経
済
情
勢
や
そ
の
見
通
し
が

好
転
し
、
正
規
雇
用
に
対
す
る
企
業
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
新
規

学
卒
採
用
に
お
い
て
も
正
社
員
採
用
な
い

し
直
接
の
正
社
員
採
用
で
は
な
い
も
の
の

正
社
員
へ
の
転
換
を
前
提
と
し
た
見
極
め

の
た
め
の
契
約
社
員
等
と
し
て
の
採
用
需

要
が
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る（
18
）。

こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
需
要
増
を
的
確
に

新
規
学
卒
者
の
正
社
員
就
職
増
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
と
り
わ
け
留
意

し
た
い
の
は
、
採
用
需
要
が
増
え
る
と

い
っ
て
も
学
卒
採
用
市
場
に
お
け
る
銘
柄

企
業
の
採
用
枠
が
大
幅
に
増
え
る
わ
け
で

も
、
ま
し
て
、
学
卒
者
の
全
員
が
そ
う
し

た
企
業
に
就
職
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を

勘
違
い
し
て
、「
あ
そ
こ
へ
入
れ
な
い
な
ら

非
正
規
の
方
が
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な
風

潮
が
復
活
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ

う
い
う
時
期
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
な
お
さ
ら

職
業
指
導
（
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

に
力
を
注
ぐ
な
ど
し
て
、
た
と
え
ば
地
元

の
中
堅
・
中
小
企
業
に
視
野
を
広
げ
た
職

業
生
涯
の
視
点
に
立
っ
た
職
業
選
択
を
促

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
企
業
側

に
も
、
キ
ャ
リ
ア
展
望
を
示
す
な
ど
適
切

な
対
応
を
求
め
た
い
。

②　

あ
る
職
域
の
非
正
規
雇
用
者
を
一
括
し

て
正
規
雇
用
に
転
換
さ
せ
る
企
業
が
、
今

後
も
少
な
か
ら
ず
出
て
く
る
こ
と
も
見
込

ま
れ
る
。
そ
の
際
、
企
業
内
転
換
の
登
用

先
と
な
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
地
域
限

定
を
中
心
と
す
る
「
○
○
限
定
正
社
員
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
○
○
限
定
社

員
」
は
、
一
定
の
職
域
と
関
連
し
つ
つ
も
、

当
面
は
「
地
域
限
定
」
が
主
要
な
形
態
と

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
地
域
限
定
」
に
関
連
す
る
政
策
・
制
度

上
の
課
題
に
つ
い
て
、
考
え
方
を
整
理
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な

論
題
が
あ
る
が
、た
と
え
ば「
地
域
限
定
」

に
係
る
地
域
で
の
事
業
が
立
ち
行
か
な
く

な
り
撤
退
す
る
場
合
の
対
応
と
い
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。そ
の
際
、「
地
域
限
定
」

を
す
る
必
要
が
あ
る
企
業
で
あ
れ
ば
他
の

地
域
で
も
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

「
限
定
」
を
解
除
し
て
広
域
移
動
を
図
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
地
域
限
定
に
す

る
に
は
働
く
側
に
も
そ
れ
に
応
じ
た
理
由

な
い
し
事
情
が
あ
る
場
合
も
少
な
く
な
い

の
で
そ
う
簡
単
で
は
な
く
、
地
域
で
の
他

の
雇
用
の
受
け
皿
を
ど
う
す
る
か
が
課
題

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

③　

一
括
で
は
な
い
が
、
従
来
か
ら
あ
る
、

ま
た
は
新
た
に
導
入
さ
れ
た
登
用
制
度
・

慣
行
に
よ
っ
て
、
非
正
規
雇
用
者
の
正
規

雇
用
へ
の
登
用
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。
先
に
も
み
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
で
も
、
二
割
を
超
え
る
事
業
所
で
正
規

雇
用
登
用
が
今
後
増
え
る
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
登
用
制
度
の
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
登
用
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
、
能
力
開
発
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

④　

登
用
後
の
正
社
員
の
賃
金
を
は
じ
め
と

す
る
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、
登
用
直
後

に
は
緩
や
か
な
改
善
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
。
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
で
も
、
過
去
一
年
間
に
登
用
実
績
の

あ
る
事
業
所
に
お
い
て
登
用
直
後
の
年
の

年
収
は
、「
二
割
以
上
上
が
る
」
は
三
八
・

四
％
に
と
ど
ま
り
、「
一
割
程
度
上
が
る
」

が
四
〇
・
四
％
、「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
」

が
一
七
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
多
分
こ

れ
は
、い
わ
ゆ
る
基
準
内
賃
金（
し
た
が
っ

て
毎
月
の
手
取
り
収
入
）
は
あ
ま
り
変
わ

ら
ず
、
年
収
増
は
賞
与
等
の
増
加
分
程
度

で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
一

方
、
正
規
雇
用
登
用
は
「
役
割
期
待
」
な

ど
の
質
的
変
化
を
生
じ
る
こ
と
が
少
な
く

な
く
、「
責
任
」
の
程
度
が
重
く
な
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
う

し
た
当
面
の
短
期
な
状
況
に
左
右
さ
れ
、

登
用
さ
れ
は
し
た
も
の
の
早
期
に
離
職
し

て
し
ま
う
結
果
と
な
ら
な
い
よ
う
、
登
用

前
後
や
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
に
つ

い
て
、
必
要
な
環
境
整
備
と
十
分
な
情
報

提
供
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

⑤　

前
職
が
非
正
規
で
あ
っ
た
人
を
正
規
と

し
て
採
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
外
部
転
換
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
労
働
市
場
に
求
職
者
と
し
て
現

れ
る
非
正
規
雇
用
者
の
正
規
雇
用
求
職
の

意
欲
喚
起
と
能
力
開
発
を
中
心
と
す
る
必

要
な
支
援
、
求
人
者
（
企
業
）
へ
の
的
確

な
情
報
提
供
や
外
部
転
換
者
の
採
用
に
関

連
す
る
取
組
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
可

能
な
限
り
円
滑
な
外
部
転
換
が
実
現
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑥　

一
方
に
お
い
て
、
非
正
規
雇
用
者
を
中

心
に
労
働
力
の
確
保
難
に
遭
遇
す
る
産

業
・
事
業
分
野
が
か
な
り
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
労
働
条
件
の
引
き
上
げ
や
就
業

環
境
の
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る

労
働
市
場
の
機
能
に
よ
り
解
決
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

社
会
的
に
不
可
欠
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
に
つ

い
て
は
、
別
途
必
要
な
措
置
を
講
じ
つ
つ

労
働
力
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑦　

労
働
力
確
保
難
に
関
連
し
て
、
労
働
節

約
的
技
術
革
新
の
進
展
が
図
ら
れ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
。
主
な
も
の
は
機
械
設
備

に
よ
る
労
働
の
代
替（
な
い
し
補
完
）で
あ

る
が
、
機
械
設
備
に
と
ど
ま
ら
ず
シ
ス
テ

ム
や
営
業
時
間
の
見
直
し
な
ど
も
含
ま
れ

る（
19
）。こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て
、
ま
と

ま
っ
た
資
金
力
に
乏
し
い
中
小
企
業
な
ど

に
対
す
る
支
援
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑧　
「
働
き
方
」
の
多
様
化
に
関
す
る
よ
り

長
期
の
課
題
を
展
望
し
た
と
き
、
企
業
内

転
換
に
関
す
る
人
事
制
度
が
整
備
さ
れ
る

過
程
で
、
よ
り
整
備
さ
れ
た
就
業
条
件
・

環
境
の
非
正
規
雇
用
者
層
が
増
え
る
こ
と
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が
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
例

え
ば
、「
登
用
元
と
し
て
の
非
正
規
雇
用
類

型
（
コ
ー
ス
）」
を
設
定
し
て
い
る
事
例

も
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
ー
ス
が

広
ま
る
こ
と
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
確
保
し
な
が
ら
非
正
規
雇
用
の

ま
ま
で
生
涯
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
で
き
る
、

一
つ
の
可
能
性
・
選
択
肢
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
う
し
た
コ
ー
ス
の
構
築
に
つ

い
て
、
必
要
な
支
援
を
図
る
こ
と
も
望
ま

れ
る
。

　
　

以
上
の
眼
目
は
、
企
業
内
転
換
か
外
部

転
換
か
を
問
わ
ず
、
非
正
規
か
ら
正
規
雇
用

転
換
の
流
れ
に
棹
さ
す（
流
れ
を
促
進
す
る
）

施
策
を
す
べ
て
メ
ニ
ュ
ー
化
し
、
個
々
の

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
で

あ
る
。
既
往
の
論
点
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、

非
正
規
か
ら
正
規
雇
用
へ
の
転
換
に
は
図
６

の
よ
う
な
流
れ
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

詳
細
な
説
明
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
流

れ
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
・
段
階
に

つ
い
て
、
情
報
提
供
、
相
談
、
能
力
開
発
な

ど
の
機
会
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
費
用

補
助
、
当
座
の
生
活
支
援
、
企
業
の
取
組
や

雇
用
の
奨
励
な
ど
の
施
策
メ
ニ
ュ
ー
を
体
系

化
し
、
そ
の
中
か
ら
、
個
々
の
ケ
ー
ス
の
必

要
に
応
じ
て
適
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る（
20
）。

中
期
的
な
形
態
別
雇
用
の
展
望
―

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

　

最
後
に
、こ
の
よ
う
に「
第
二
ラ
ウ
ン
ド
」

が
円
滑
に
推
移
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
形

態
別
雇
用
が
展
望
で
き
る
か
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
結
果
を
紹
介
し
て
、
本
稿
を
閉

じ
た
い
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
・

方
法
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る（
21
）。
す

な
わ
ち
、
正
規
・
非
正
規
の
構
成
に
は
、
産

業
別
に
、
ま
た
性
・
年
齢
別
に
特
徴
的
な
違

い
（
特
性
）
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、

産
業
別
及
び
性
・
年
齢
別
の
形
態
割
合
を
操

作
変
数
と
し
て
今
後
の
動
向
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

ト
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
想
定
と
し
て

は
、
シ
ン
プ
ル
に
、
こ
れ
ま
で
の
非
正
規
化

の
進
展
が
今
後
も
進
む
と
し
た
場
合
（「
ト

レ
ン
ド
延
長
ケ
ー
ス
」）
と
割
合
で
み
た
非

正
規
化
が
止
ま
り
今
後
は
平
成
二
五
年
の
割

合
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
し
た
場
合
（「
二

〇
一
三
年
に
固
定
ケ
ー
ス
」）、
の
二
つ
を
用

＜働く人々＞ ＜企業・雇用主＞

【転換を容易にする非正規雇用者の要素】

・一定以上の勤務継続

・フルタイムの勤務
・能力開発の受講経験

・個人的に強い誘因があること（例：結婚）

（・２０代ないし３０代前半であること）

【正規雇用登用の企業のねらい】

・非正規雇用者のモチベーション向上

・採用経路の多様化
・正規採用の見極め

・正規と非正規との公正処遇

・社会的要請、コンプライアンス

内部登用希望外部転換希望 人事制度検討

労使協議

登用制度・慣行の設定

正社員採用見極め型

選抜登用型

一括移行型

新規学卒採用

応募要件該当者

試用的非正規雇用

一括移行対象者

離職→求職活動

又は
求職活動→離職

能力開発

登用

主に一定期間の勤務
成績・適性評価

登用

・上司の推薦

・筆記試験

・面接 など

・一定期間の勤続

・勤務成績 など

（応募回数制限も）

登用

・特定の職域
など

原則として全員

○○限定正社員

在職時の自己啓発
離職期間の教育訓練

人員計画

中途採用計画

募集・求人活動求職活動
応募

選考

採用

【職業人としての基礎ノート】

・自己の職歴、能力の棚卸し

・適性の自己認識

・キャリアの見通し、希望

・正規就職への意欲 など

【欲しい情報】

・従事した具体的な仕事

・免許・資格

・前職での勤務状況

・前職の賃金 など

図６　非正規から正規雇用への転換の主な流れ（イメージ図）
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い
た
。こ
う
し
て
想
定
し
た
産
業
ま
た
は
性
・

年
齢
別
の
非
正
規
割
合
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が

先
に
実
施
し
た
労
働
力
需
給
推
計
結
果（
22
）

に
あ
る
二
〇
二
〇
年
お
よ
び
二
〇
三
〇
年
の

産
業
又
は
性
・
年
齢
別
の
就
業
者
数
を
乗
じ

る
こ
と
で
雇
用
者
等
を
推
計
し
た
。
そ
の
際
、

需
給
推
計
で
は
就
業
者
数
の
推
計
し
か
な
い

の
で
、
雇
用
者
割
合
等
を
同
様
の
方
法
に
よ

り
推
計
し
て
、「
役
員
を
除
く
雇
用
者
数
」
を

算
定
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
、表
１（
産

業
別
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
表
２
（
性
・
年
齢
階

級
別
ア
プ
ロ
ー
チ
）
で
あ
る
。
ま
ず
、
表
１

の
産
業
別
ア
プ
ロ
ー
チ
を
み
る
と
、「
ト
レ
ン

ド
延
長
ケ
ー
ス
」
で
は
、
非
正
規
割
合
（
役

員
を
除
く
雇
用
者
に
占
め
る
割
合
）
は
、
推

計
の
足
も
と
年
（
二
〇
一
三
年
）
の
三
六
・

六
％
が
二
〇
二
〇
年
に
は
四
〇
％
程
度
ま
で

上
昇
し
、
正
社
員
数
は
そ
の
間
に
一
四
〇
万

人
弱
程
度
減
少
す
る
と
試
算
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
従
来
の
ト
レ
ン
ド
が
止
ま
り
、
産

業
ご
と
の
非
正
規
割
合
が
二
〇
一
三
年
の
ま

ま
で
推
移
す
る
「
二
〇
一
三
年
に
固
定
ケ
ー

ス
」
で
は
、
正
社
員
数
は
同
期
間
に
七
～
八

〇
万
人
弱
程
度

増
加
し
、
非
正

規
割
合
も
や
や

低
下
す
る
と
試

算
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ

れ
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
先
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
か
ら
得
ら

れ
た
今
後
三
年

間
の
各
産
業
に

お
け
る
正
社
員

数
の
期
待
変
化

率
を
加
味
し
て

推
計
す
る
と
、

正
社
員
数
は
一

六
〇
万
人
強
の

か
な
り
増
加
と

な
り
、
非
正
規

割
合
は
三
四
・

六
％
に
低
下
す

る
と
試
算
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
性
・

年
齢
別
ア
プ

ロ
ー
チ
み
る
と
、「
ト
レ
ン
ド
延
長
ケ
ー
ス
」

で
は
非
正
規
割
合
は
二
〇
二
〇
年
に
は
四

一
％
程
度
ま
で
上
昇
し
、
正
社
員
数
は
そ
の

間
に
一
三
〇
～
四
〇
万
人
弱
程
度
減
少
す
る

と
試
算
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
就
業
者
に

占
め
る
雇
用
者
の
割
合
は
こ
れ
ま
で
の
ト
レ

ン
ド
で
推
移
す
る
も
の
の
、
性
・
年
齢
階
級

ご
と
の
雇
用
形
態
構
成
割
合
は
二
〇
一
三
年

程
度
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
す
れ
ば
（「
二

〇
一
三
年
に
固
定
ケ
ー
ス
」）、
正
社
員
は
同

期
間
に
三
〇
万
人
程
度
増
加
す
る
と
試
算
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
非
正
規
割

合
は
緩
や
か
な
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
実
は
、多
分
、「
ト
レ
ン
ド
延
長
ケ
ー
ス
」

と
「
二
〇
一
三
年
に
固
定
ケ
ー
ス
」
の
間
、

ま
た
、
需
要
側
か
ら
の
産
業
別
ア
プ
ロ
ー
チ

と
供
給
側
か
ら
の
性
・
年
齢
別
ア
プ
ロ
ー
チ

の
間
の
ど
こ
か
に
落
ち
着
く
と
見
込
ま
れ
る
。

「
正
規
も
非
正
規
も
増
加
」
の
状
態
、
さ
ら

に
は
非
正
規
割
合
の
上
昇
の
沈
静
化
と
い
っ

た
事
態
も
十
分
あ
り
得
る
こ
と
は
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る（
23
）。

［
注
］

１ 

四
半
期
ベ
ー
ス
で
統
計
（
労
働
力
調
査
・
詳
細
集
計
）

が
あ
る
平
成
一
四
年
以
降
（
前
年
同
期
差
は
平
成
一
五

年
以
降
）
で
み
て
、
正
規
雇
用
者
数
が
前
年
同
期
を
上

回
っ
て
い
た
の
は
、平
成
一
六
年
Ⅳ
期
（
一
八
万
人
増
）、

一
八
年
Ⅰ
期
～
一
九
年
Ⅲ
期
（
各
期
そ
れ
ぞ
れ
七
万
人

増
、
四
六
万
人
増
、
三
六
万
人
増
、
五
九
万
人
増
、
五

三
万
人
増
、
二
九
万
人
増
、
二
八
万
人
増
）、
平
成
二

一
年
Ⅰ
期
（
一
九
万
人
増
）、
二
二
年
Ⅳ
期
（
一
五
万

人
増
）、
二
三
年
Ⅱ
期
（
五
八
万
人
増
）、
二
四
年
Ⅳ
期

（
五
万
人
増
）
及
び
今
回
の
二
六
年
Ⅲ
期
で
あ
っ
た
。

安
定
的
に
継
続
し
て
い
る
の
は
一
八
・
一
九
年
だ
け
と

い
え
る
。
な
お
、
あ
ら
た
め
て
「
労
働
力
調
査
」
の
雇

用
形
態
別
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
注
記
し
て
お
き
た
い
。

「
労
働
力
調
査
」
で
雇
用
形
態
別
の
調
査
が
開
始
さ
れ

た
の
は
昭
和
五
九
年
で
あ
り
、
当
時
は
、
各
年
二
月
に

付
帯
的
に
実
施
さ
れ
る
「
労
働
力
調
査
特
別
調
査
」
に

盛
り
込
ま
れ
て
調
査
・
発
表
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

平
成
一
一
年
か
ら
二
月
に
併
せ
て
八
月
に
も
「
特
別
調

査
」
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
い
で
平
成
一
四

年
か
ら
は
「
特
別
調
査
」
は
廃
止
拡
充
さ
れ
、
毎
月
調

査
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
調
査
対
象
の
半
数
の
世

帯
を
対
象
と
す
る
付
帯
調
査
票
に
よ
り
調
査
さ
れ
、「
労

働
力
調
査
・
詳
細
集
計
」
と
し
て
四
半
期
ご
と
に
集
計
・

発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
文
に
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
年
か
ら
四
半
期
を
平
均
し
た
年
平
均
デ
ー
タ
が
利

用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
五
年
か

ら
は
毎
月
全
対
象
世
帯
を
対
象
と
す
る
基
本
調
査
票
の

調
査
項
目
と
な
り
、
雇
用
形
態
別
の
雇
用
者
数
は
「
労

働
力
調
査
・
基
本
集
計
」
と
し
て
毎
月
発
表
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
方
、
半
数
を
対
象
と
し
て
の
み
集
計

で
き
る
項
目
も
あ
り
、
平
成
二
五
年
以
降
も
「
労
働
力

調
査
・
詳
細
集
計
」
と
し
て
も
四
半
期
ご
と
に
並
行
し

て
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
雇
用
者
数

デ
ー
タ
に
は
、
集
計
対
象
の
違
い
を
反
映
し
て
若
干
の

違
い
が
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
間
に
雇
用
形
態

の
区
分
に
も
新
た
な
形
態
の
分
離
に
よ
る
変
遷
が
あ
り
、

昭
和
六
〇
年
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
「
パ
ー

ト
」
及
び
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
分
割
、平
成
一
一
年
（
八

月
）
の
「
労
働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員
」
の
分
割
、

平
成
一
三
年
（
八
月
）
の
「
契
約
社
員
・
嘱
託
」
の
分

割
、
さ
ら
に
は
平
成
二
五
年
の
「
契
約
社
員
」
と
「
嘱

託
」
の
分
割
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
折
に

は
前
後
に
や
や
不
規
則
な
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
は

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
長
い
目
で
み
れ
ば
よ
り
詳

細
で
貴
重
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

２　

こ
の
期
間
の
中
で
平
成
一
二
年
か
ら
一
三
年
（
西
暦

二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
一
年
）
に
か
け
て
、
正
規
雇
用
が

増
加
を
示
し
て
い
る
。
小
渕
内
閣
に
よ
る
景
気
浮
揚
策

を
背
景
と
す
る
景
気
回
復
が
想
起
さ
れ
る
。

３　

平
成
一
〇
年
の
二
三
・
六
％
か
ら
平
成
一
七
年
の
三

二
・
六
％
ま
で
、
年
平
均
で
一
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
の
上

昇
で
あ
る
。

４　

例
え
ば
、
静
清
信
用
金
庫
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
ユ
ニ
ク

ロ
、
明
治
安
田
生
命
（
以
上
二
〇
〇
七
年
六
月
号
）、

ロ
フ
ト
、
吉
野
家
（
以
上
二
〇
〇
九
年
四
月
号
）
の
事

例
が
企
業
の
実
名
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
32
「
パ
ー
ト
・
契
約
社

員
等
の
正
社
員
登
用
・
転
換
制
度
―
処
遇
改
善
の
事
例

調
査
」（
二
〇
〇
七
年
五
月
）
で
は
、
九
社
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

５　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
行
っ
た
調
査
の
結
果
も
示
し
て
お
こ

う
。「
多
様
な
就
業
形
態
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
平
成

二
二
年
八
月
実
施
）
の
う
ち
事
業
所
を
対
象
と
し
た
調

査
に
お
い
て
、
過
去
三
年
間
に
お
け
る
企
業
内
転
換
・

外
部
転
換
の
有
無
と
そ
の
人
数
を
尋
ね
て
い
る
。
企
業

2013 年実績 2020 年試算結果 増減差

トレンド延長ケース
（これまでの非正規化が継続）

非正規割合（％） 36.6 40.2 ＋ 3.6 ポイント

正社員数（万人） 3,302 3,165 － 137 万人

2013 年に固定ケース
（非正規化が今以上進展しない）

非正規割合（％） 36.6 36.2 － 0.4 ポイント

正社員数（万人） 3,302 3,378 ＋ 76 万人

さらにアンケート調査による正社
員増加見込みを反映したケース

非正規割合（％） 36.6 34.6 － 2.0 ポイント

正社員数（万人） 3,302 3,464 ＋ 162 万人

2013 年実績 2020 年試算結果 増減差

トレンド延長ケース
（これまでの非正規化が継続）

非正規割合（％） 36.6 41.0 ＋ 4.4 ポイント

正社員数（万人） 3,302 3,167 － 135 万人

2013 年に固定ケース
（非正規化が今以上進展しない）

非正規割合（％） 36.6 37.8 ＋ 1.2 ポイント

正社員数（万人） 3,302 3,333 ＋ 31 万人

表１　主なシミュレーション結果のまとめ：①産業別形態割合アプローチ

表２　主なシミュレーション結果のまとめ：②性・年齢階級別形態割合アプローチ

（注）１．基礎とした労働需給推計は、経済・雇用環境についてもっとも順調に推移した「経済再生・参
加進展」のケースの推定である。

　　　２．産業別の雇用形態割合等が過去のトレンドで今後も推移するとした場合、2013 年の水準のま
まで推移すると仮定したシミュレーション結果である。

（注）　表１の脚注参照。ただし、この表は、性・年齢階級別の雇用形態割合に関するシミュレーション
結果である。
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10

内
転
換
に
関
す
る
結
果
を
み
る
と
、
何
ら
か
の
非
正
規

雇
用
者
が
正
社
員
に
転
換
す
る
制
度
・
慣
行
が
あ
る
事

業
所
が
五
四
・
八
％
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
二
・
六
％
（
全

回
答
事
業
所
に
占
め
る
割
合
で
は
三
九
・
八
％
）
に
お

い
て
内
部
転
換
者
が
い
た
と
回
答
し
た
。
内
部
転
換
者

が
い
た
事
業
所
に
お
い
て
、
一
事
業
所
当
た
り
九
・
七

人
の
内
部
転
換
者
が
お
り
、
正
社
員
数
に
対
す
る
割
合

は
三
・
七
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
外
部
転
換
に
つ
い
て

は
、採
用
実
績
が
あ
っ
た
と
す
る
事
業
所
が
二
四
・
二
％

で
、
実
績
の
あ
っ
た
事
業
所
に
お
い
て
、
一
事
業
所
当

た
り
七
・
〇
人
の
採
用
が
あ
り
、
正
社
員
数
に
対
す
る

割
合
は
二
・
七
％
で
あ
っ
た
。
か
な
り
幅
を
も
っ
て
み

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
非
正

規
か
ら
正
規
雇
用
へ
の
相
当
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
86「
平

成
二
二
年
八
月
実
施
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
多
様
な
就
業
形
態

に
関
す
る
実
態
調
査
」
―
事
業
所
調
査
／
従
業
員
調
査

―
」（
二
〇
一
一
年
七
月
）
参
照
）。

６　

微
妙
な
の
は
三
月
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
一
～
三
月

期
と
し
て
み
る
と
き
は
、
影
響
は
総
じ
て
軽
微
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

７　

た
だ
し
、
年
度
変
わ
り
の
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

内
部
・
外
部
の
正
規
転
換
に
よ
る
変
動
も
少
な
か
ら
ず

反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
留
意
す
る
必
要

は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

８　

あ
る
形
態
の
雇
用
者
数
の
Ⅰ
期
か
ら
Ⅱ
期
へ
の
増
減

の
要
因
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上

述
の
よ
う
に
新
規
学
卒
で
当
該
形
態
に
就
職
し
た
人
、

Ⅰ
期
に
お
い
て
は
別
の
形
態
で
あ
っ
た
人
が
Ⅱ
期
に
当

該
形
態
に
転
入
（
内
部
又
は
外
部
の
転
換
）
し
て
き
た

人
と
逆
に
当
該
形
態
か
ら
他
の
形
態
に
転
出
し
た
人
と

の
差
し
引
き
人
数
、
同
様
に
Ⅰ
期
で
自
営
・
家
族
従
業

者
や
失
業
者
、
あ
る
い
は
非
求
職
無
業
者
（
非
労
働
力

状
態
）
で
あ
っ
た
人
の
転
入
及
び
逆
の
転
出
の
差
し
引

き
人
数
、
Ⅰ
期
に
は
当
該
形
態
で
あ
っ
た
人
が
Ⅱ
期
に

は
二
六
歳
以
上
と
な
っ
て
算
入
さ
れ
な
く
な
っ
た
人
数
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
Ⅱ
期
中
に
お
け
る

形
態
変
動
も
影
響
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
４
は
新
規

学
卒
就
職
の
状
況
を
み
る
と
と
も
に
、
若
年
層
に
お
け

る
形
態
転
換
の
状
況
も
窺
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９　

新
規
学
卒
採
用
は
、
大
卒
に
つ
い
て
一
年
程
度
前
に

大
勢
が
決
す
る
こ
と
か
ら
、
景
気
・
経
済
動
向
に
比
べ

一
年
程
度
後
れ
て
動
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

10　

図
４
か
ら
は
、
平
成
一
五
年
に
比
べ
た
一
六
年
に
お

け
る
正
規
雇
用
増
加
数
の
大
き
な
減
少
（
四
〇
万
人
→

二
三
万
人
）
に
は
、
折
か
ら
の
製
造
業
務
派
遣
の
解
禁

を
背
景
と
し
た
派
遣
労
働
者
と
し
て
の
就
業
増
が
か
な

り
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

同
時
に
パ
ー
ト
の
割
合
が
か
な
り
低
下
し
て
い
る
こ
と

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
製
造
業
務
派
遣
の
解
禁
が
、
当

時
に
お
い
て
相
対
的
に
整
備
さ
れ
た
就
業
機
会
を
提
供

し
た
面
も
窺
わ
れ
る
。
よ
い
面
、
悪
い
面
の
両
面
を
き

ち
ん
と
評
価
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

11　

た
だ
し
、「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
」
が
ど
こ
ま
で
実

態
を
反
映
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
筆
者
は
疑
問
な
し

と
し
な
い
。
多
く
の
金
融
機
関
・
会
社
に
つ
い
て
は
間

違
い
な
く
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
事
業
企

業
が
お
か
れ
た
状
況
は
多
様
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
」
は
企

業
に
関
す
る
よ
り
も
マ
ク
ロ
経
済
の
状
況
を
示
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

12　

た
と
え
ば
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
資
料
シ
リ
ー
ズ
№
65
「
契
約

社
員
の
人
事
管
理
―
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
―
」

（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
事
例
を
参

照
さ
れ
た
い
。た
だ
し
、正
規
雇
用
へ
の
再
転
換
と
い
っ

て
も
従
前
の
正
社
員
に
戻
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
正
社

員
自
体
の
処
遇
体
系
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
単
純
化
し
過
ぎ
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
非

正
規
雇
用
を
直
接
的
な
労
務
コ
ス
ト
の
削
減
策
と
し
て

活
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
事
業
運
営
に
う
ま
く
い

か
な
い
面
が
生
じ
、
企
業
の
事
業
環
境
や
収
益
構
造
の

変
化
に
対
応
し
た
正
社
員
を
含
め
た
全
面
的
な
処
遇
体

系
の
見
直
し
と
い
う
「
正
攻
法
」
を
採
用
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
な
お
、「
正
規
減
・
非
正
規
増
」
の
時
期

に
入
る
際
に
正
社
員
を
非
正
規
化
し
た
企
業
の
す
べ
て

が
再
転
換
を
実
施
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
く

の
企
業
が
現
在
ま
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
状

態
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
な
い
。

13　

た
だ
し
、
こ
の
効
果
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
定
年
後
引
き
続

き
嘱
託
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
か

ら
広
範
に
行
わ
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
団
塊
の
世
代
と

い
う
大
き
な
人
口
構
成
の
波
が
定
年
を
迎
え
た
こ
と
に

よ
る
増
加
分
に
関
す
る
影
響
で
あ
る
。

14　

こ
れ
を
焦
点
の
平
成
一
七
年
を
起
点
と
し
た
平
成
二

〇
年
（
一
九
年
）
ま
で
の
動
き
と
し
て
み
れ
ば
、
こ
の

間
に
非
正
規
雇
用
割
合
は
一
・
五
（
〇
・
九
）
％
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
中
で
、派
遣
労
働
者
と
契
約
社
員
・

嘱
託
を
合
わ
せ
た
割
合
は
一
・
二
（
〇
・
六
）
％
ポ
イ

ン
ト
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
形
態
の
増
加
が
、

非
正
規
割
合
の
上
昇
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
そ
れ
だ
け
で
非
正
規
割

合
の
上
昇
の
す
べ
て
が
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

平
成
一
七
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
は
パ
ー
ト
も
か
な

り
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
こ
の
時
期
、
五
五
～
六
四

歳
層
の
女
性
で
パ
ー
ト
が
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
裏

付
け
と
な
る
も
の
は
な
い
が
、
例
え
ば
夫
が
定
年
前
と

な
っ
た
妻
の
パ
ー
ト
就
業
の
増
加
と
い
っ
た
要
因
な
ど

が
想
起
さ
れ
る
が
、
で
き
れ
ば
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

15　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
荻
野
登
（
調
査
・

解
析
部
長
）、中
野
諭（
経
済
社
会
と
労
働
担
当
研
究
員
）、

石
原
典
明
（
解
析
担
当
部
長
）
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ

の
結
果
は
、
近
く
資
料
シ
リ
ー
ズ
に
と
り
ま
と
め
て
公

表
す
る
予
定
で
あ
る
。

16　
「
第
一
ラ
ウ
ン
ド
」
は
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
頓
挫

し
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。
今
回
の
「
第
二
ラ
ウ
ン

ド
」
が
一
定
の
期
間
以
上
継
続
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
今
後
の
動
向
が

注
目
さ
れ
る
。

17　

正
規
と
非
正
規
と
を
分
け
る
要
素
に
は
多
様
な
も
の

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
所
定
労
働
時
間
の
長
さ
、
雇

用
契
約
期
間
の
有
無
、
直
接
雇
用
か
間
接
雇
用
か
、
の

三
つ
が
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
う
ち
、
雇
用
契
約
期
間
の
有
無
が
も
っ
と
も
問
題
の

焦
点
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
非

正
規
問
題
へ
の
取
組
の
第
一
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
こ
れ

に
着
目
し
た
こ
と
は
極
め
て
当
を
得
た
も
の
と
い
え
る
。

18　
「
正
社
員
登
用
に
向
け
た
見
極
め
の
た
め
」
を
理
由

と
し
て
非
正
規
雇
用
を
活
用
し
て
い
る
事
業
所
の
割
合

は
、
近
年
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
平
成

二
六
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
平
成
二
二
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
が
実
施
し
た
調
査
結
果
と
を
比
較
す
る
と
、
若
干

の
形
態
に
関
す
る
定
義
の
違
い
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
契
約
社
員
で
二
一
・

七
％
か
ら
三
四
・
八
％
へ
と
か
な
り
増
え
て
い
る
ほ
か
、

パ
ー
ト
（
六
・
八
％
→
一
〇
・
二
％
）
や
派
遣
労
働
者

（
三
・
五
％
→
八
・
二
％
）
で
も
上
昇
が
み
ら
れ
て
い
る
。

19　

例
え
ば
、
日
本
の
よ
う
な
顧
客
の
モ
ラ
ル
水
準
を
前

提
と
す
れ
ば
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
レ
ジ
の
自
動
化
な
ど
も

可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、多
人
数
の
レ
ジ
・

チ
ェ
ッ
カ
ー
を
シ
ス
テ
ム
機
器
と
数
人
の
保
安
要
員
で

代
替
す
る
こ
と
で
あ
る
。

20　

そ
う
し
た
施
策
を
実
施
す
る
際
は
、
具
体
的
な
手
法

ま
で
も
含
め
て
、
従
来
よ
り
も
法
律
で
定
め
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
て
よ
い
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。

従
来
、
国
民
・
市
民
の
権
利
・
義
務
に
直
接
的
な
影
響

の
あ
る
事
項
を
除
き
、
法
律
に
し
な
く
て
も
で
き
る
も

の
は
法
律
に
し
な
い
と
い
う
労
働
行
政
法
上
の
不
文
律

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た

の
は
、長
期
政
権
に
よ
り
政
策
的
継
続
・
安
定
性
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年

に
お
い
て
こ
の
前
提
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
ま
た
、
従
来
の
行
き
方
を
可
能
に
し
た
も
う

一
つ
の
要
因
と
し
て
、
財
政
原
資
が
拡
大
し
て
い
る
時

代
に
お
い
て
は
既
往
の
も
の
は
継
続
し
な
が
ら
の
新
規

政
策
・
施
策
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
厳
し
い
財
政
事

情
下
で
は
そ
の
基
礎
も
揺
ら
ぐ
。
し
た
が
っ
て
、
一
般

に
労
働
政
策
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
政
策
的
継
続
・

安
定
性
は
、
法
律
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
ま
た
、
当

該
政
策
・
施
策
の
実
施
を
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
代
表
者

で
あ
る
国
会
の
承
認
を
受
け
て
お
く
と
い
う
意
義
も

持
っ
て
い
る
。
筆
者
は
最
近
、
韓
国
の
労
働
法
の
条
文

を
勉
強
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
細
か
な
施

策
も
法
律
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
行
政

法
の
あ
り
方
と
し
て
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

21　

た
だ
し
、
シ
ン
プ
ル
な
方
法
だ
と
い
っ
て
も
必
要
と

な
る
作
業
量
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
記
し
て

お
き
た
い
。

22　

労
働
力
需
給
推
計
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
資
料

シ
リ
ー
ズ
№
129
「
労
働
力
需
給
の
推
計
―
労
働
力
需
給

モ
デ
ル（
二
〇
一
三
年
度
版
）に
よ
る
政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
」（
二
〇
一
四
年
五
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

23　

残
さ
れ
た
懸
念
材
料
は
、「
第
一
ラ
ウ
ン
ド
」
が
頓
挫

し
た
よ
う
な
海
外
発
の
激
震
で
あ
り
、
ま
た
、
経
済
政

策
の
迷
走
も
避
け
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

<

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

浅
尾
　
裕
（
あ
さ
お
・
ゆ
た
か
）

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
主
に
非
正
規
雇
用
に
関

す
る
調
査
研
究
や
そ
の
他
の
労
働
政
策
の

研
究
に
従
事
。
平
成
二
一
年
七
月
か
ら
労

働
政
策
研
究
所
長
。
平
成
二
六
年
三
月
定

年
退
職
し
、
同
四
月
か
ら
特
任
研
究
員
と

な
る
。
併
せ
て
現
在
、
労
働
政
策
研
究
所

長
（
代
行
）
も
務
め
る
。
最
近
の
調
査
研

究
成
果
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ

№
一
二
三
「
雇
用
調
整
の
実
施
と
雇
用
調

整
助
成
金
の
活
用
に
関
す
る
調
査
」（
共
著

／
二
〇
一
四
年
八
月
）
が
あ
る
。


